
　　市民にとって重要な政策及び課題について議
　論を深め、共通認識を図り、政策立案及び政策
提言を推進することを目的とした真庭市議会政策
討論会を１０月１１日に開催しました。
　文教厚生常任委員会から「共生社会の実現を目
指して」、総務常任委員会から「災害に強い真庭市

委員会室

になるために」、産業建設常任委員会から「新たな
有害鳥獣対策の実施」を提案し、議員間で討論を
行いました。
　同月２９日の議会全員協議会で最終確認をし
て、政策提言書にまとめ市長に提出することを決め
ました。（４ページから５ページに続きます）
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昨
年
４
月
よ
り
、
新
た
な
体
制

で
議
会
改
革
の
推
進
を
引
き
継

ぎ
、「
議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る

会
」
に
新
た
に
開
催
希
望
団
体
の

公
募
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
市
民

の
皆
様
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を

積
極
的
に
設
け
、
直
接
お
聴
き
し

た
皆
様
の
ご
意
見
を
施
策
に
反
映

す
べ
く
、
市
政
に
対
し
、
政
策
提
言

と
い
う
形
で
つ
な
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
市
民 

の
代
表
で
あ
る
議
会
の
ひ
と
つ 

の
役

割
で
あ
る
と
同

時
に
、

「
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
杜
市 

真
庭
」 

の
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち
づ 

く
り
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

市
議
会
に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

市
政
へ
の
反
映
と
集
約
が
期
待

さ
れ
る
一
方
で
、
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
を
促
し
、
議
会

を
活
性
化
す
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、
市

議
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

市
民
と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
と
と
も
に
議
会

改
革
と
活
性
化
へ
の
不
断
の
努
力

を
続
け
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
る
よ
う
全
力
で

子
年
を
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、各
種
施
策
の
決
定
に
あ
た

り
、
慎
重
か
つ
的
確
な
判
断
を
行
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

慎
重
か
つ
的
確
な
判
断
を
行
う

新
春
の

　
お
慶
び
を

年 

頭
挨 

拶

真庭市議会議長
古南源二

年 世界が輝く 真庭が輝く
オリンピック
パラリンピック の

中尾哲雄 河部辰夫長尾　修入澤廣成福井荘助

岡﨑陽輔 福島一則  妹尾智之岩本壯八

笑
顔
で
ご
挨
拶

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に

年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
マ
ウ
ス

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
チ
ュ
ウ

初本　勝
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相
次
ぐ
豪
雨
や
台
風
な
ど

自
然
の
猛
威
に
よ
り
、
日
本
各

地
で
大
規
模
な
河
川
氾
濫
、
土

砂
災
害
、
停
電
な
ど
が
発
生
、

真
庭
市
に
お
い
て
も
被
害
が

発
生
し
、
改
め
て
防
災
減
災
対

策
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に

す
る
と
と
も
に
、
本
年
は
、
災

害
の
な
い
穏
や
か
な
一
年
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

社
会
環
境
が
変
化
す
る
中

で
、
本
市
が
持
続
的
に
発
展

す
る
た
め
に
は
、
古
来
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
、

伝
統
、
文
化
を
大
切
に
守
り

育
て
な
が
ら
、
真
庭
が
持
つ

魅
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
皆
様
が
真
庭
に
愛
着
を

持
ち
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
」
の
理
念
で
人
が
集
い

に
ぎ
わ
う
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
本
市
議
会
は
、
真
庭
市
議
会

基
本
条
例
の
理
念
の
も
と
、
議

会
改
革
を
更
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
議
会
の
権
能
強
化
に

努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
更

な
る
市
政
発
展
に
向
け
議
論

を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ

る
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

市
政
発
展
に
向
け
議
論
を
尽
く
す

申
し
上
げ
ま
す

年 

頭
挨 
拶

真庭市議会副議長
緒形　尚

２０２０ 東京オリンピック
パラリンピック

令和
２年

は

柿本健治築澤敏夫氏平篤正 大月説子 中元唯資小田康文

柴田正志谷本彰良竹原茂三 原　秀樹庄司史郎  山本久惠

写
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は
議
席
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号
順
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今
年
度
も
３
つ
の

政
策
提
言
を

提
出
し
ま
し
た

勝
山　
三
浦
坂

　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
を
北
に
歩

き
、
中
央
付
近
を
右
に
折
れ
る
と
三
浦

坂
が
あ
る
。
そ
の
階
段
を
上
る
と
右
に

「
ひ
し
お
」、
左
に
「
安
養
寺
」
が
あ

る
。
石
畳
の
こ
の
坂
、
な
ん
と
も
絵
に

な
る
。
着
物
を
着
た
ら
ぜ
ひ
訪
れ
、
写

真
を
撮
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
よ
う
。
世
界

に
発
信
し
よ
う
。
素
敵
な
三
浦
坂
。（
写

真
左
か
ら
広
報
編
集
委
員
の
山
本
、
谷

本
、
酢
本
、
氏
平
、
緒
形
、
大
月
）

政
策

提
言
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～
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
～

と
題
し
て
、
①
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
（
仮
称
）
の
制
定
、②
手
話
言
語
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
政
策
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

　

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
つ
い
て

基
本
理
念
を
定
め
、
市
や
市
民
及
び
事

業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
の

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
共
生
の
ま
ち
真
庭
市
を
目
指

す
も
の
で
す
。
手
話
言
語

条
例
は
、
手
話
を
言
語
と

し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
理

解
の
促
進
お
よ
び
普
及
に

関
す
る
基

本
理
念
を

定
め
、
市

の
責
務
並

び
に
市
民

及
び
事
業

者
の
役
割

を
明
ら
か

に
し
、
手

話
に
関
す

る
施
策
の

基
本
と
な

る
事
項
を

定
め
る
も

の
で
す
。

　

近
年
、
人
里
近
く
に
出
没
す
る
猪
や
猿

等
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

が
多
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
営
農
意
欲
の

減
退
へ
繋
が
っ
て
お
り
、
有
害
鳥
獣
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
刻
を
争

う
対
策
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
以
下
の
２

点
の
施
策
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

①
「
有
害
鳥
獣
対
策
室
（
仮
称
）
の
設

置
に
つ
い
て
」
市
が
有
害
鳥
獣
対
策
に

対
し
、
積
極
的
な
解
決
を
目
指
す
た
め
、

対
策
室
を
設
置
し
、
県
や
専
門
機
関
と

連
携
し
３
年
を
目
途
に
、
人
と
事
業
を

集
中
し
、
必
要
に
応
じ
体
制
を
見
直
す
。

　

②
「
有
害
鳥
獣
対
策
地
域
組
織
（
仮
称
）の

設
置
に
つ
い
て
」
自
治
会
等

の
地
域
組
織
と
猟
友
会
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み

で
有
害
鳥
獣
対
策
を
実
施
。

　

真
庭
市
で
は
、
真
庭
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
市
民
自
ら
自
助
・
共
助
を
認
識
し
、

行
政
と
市
民
が
協
働
し
て
、
自
然
災
害
に

強
い
真
庭
市
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
特
に
指
定
避
難
所
で
あ
る
体

育
館
の
ア
リ
ー
ナ
、
廊
下
や
ト
イ
レ
の
照

明
、
体
調
維
持
の
た
め
の
空
調
機
器
、
通

信
機
器
等
の
電
源
供
給
が
必
須
で
す
。

　

そ
こ
で
地
域
防
災
力
強
化
の
た
め
、
指

定
避
難
所
へ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン(

特
に
電
気

設
備)

の
強
化
策
と
し
て
「
停
電
時
電
源

切
替
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
電
力
供
給

設
備(

発
電
機
や
電
気
自

動
車
か
ら
受
電
す
る
た
め

の
設
備)

の
補
強
・
整
備

を
提
言
し
ま
し
た
。

一般質問政策提言

　

各
常
任
委
員
会
が
調
査
研
究
を
し
て
、

ま
と
め
た
案
を
政
策
討
論
会
で
議
論
し
、

全
員
協
議
会
で
完
成
さ
せ
た
政
策
提
言

書
。
今
年
度
も
３
つ
が
ま
と
ま
り
、11
月
８

日
、
古
南
議
長
と

緒
形
副
議
長
が

太
田
市
長
へ
政

策
提
言
書
を
手

交
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
案
の
実

行
に
つ
い
て
は

執
行
部
が
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

古
南
議
長
が
政
策
提
言

書
を
太
田
市
長
に
渡
す

　

総
務
委
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
「
真

庭
に
残
ろ
う
、
真
庭
に
帰
ろ
う
」
写
真
集
・

動
画
を
作
り
、
17
歳
に
贈
呈
す
る
！
は
実

現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
人
口
減

少
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

文
教
委
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

へ
の
支
援
の
目
玉
と
し
て
、
遷
喬
小
学
校

の
校
庭
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
の
建

物
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

産
建
委
の
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
と
し
て
提
言
し
た
作
業
道
等
の
路
網

整
備
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
広

葉
樹
林
の
活
用
も
含
め
今
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

提言書を市長へ渡す議長

共
生
社
会
の
実
現
を

　
　
　
　
　

 

目
指
し
て

新
た
な
有
害
鳥
獣
対
策

　
　
　
　
　

    

の
実
施

総

産

文

総
務
常
任
委
員
会

▶

総
合
防
災
訓
練
で
の
避
難
所
設
営

 ▶

檻
で
捕
獲
し
た
猿

▶
ま
に
わ
福
祉
フ
ェ
ス
で
の
手
話
講
座 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

前
回
の
提
言
は

　
　

   

ど
う
な
っ
た
？

災
害
に
強
い
真
庭
市
に

　
　
　
　

 

な
る
た
め
に

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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簡
易
水
道
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
安
定
を

図
る
た
め
、
簡
易
水
道
事
業
を
特
別
会
計
か

ら
公
営
企
業
会
計
に
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
移
行
し
ま
す
。
移
行
に
よ
る
水
道
利
用
者
、

市
民
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
事
院
勧
告
ど
お
り
、
民
間
格
差
に
よ
る

初
任
給
の
引
上
げ
の
た
め
平
均
約
0.1
％
増
の

職
員
給
与
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

初
任
給　

(

大
卒
程
度)

１
８
２
，
２
０
０
円

(

現    

行)

１
８
０
，
７
０
０
円

(

高

卒

者)

１
５
０
，
６
０
０
円

(

現      

行)

１
４
８
，
６
０
０
円

４
月
に
遡
っ
て
996
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
湯
原
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
が
「
振
興
局
」「
市
民
セ
ン
タ
ー
」

「
公
民
館
」「
図
書
館
」
の
複
合
施
設
と
な
り
ま

す
。
使
用
料
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

主な

議決
内容

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
デ
ー
タ
連
携

に
対
応
す
る
た
め
の
生
活
保
護
シ
ス
テ

ム
改
修
123
万
円
、
農
業
用
た
め
池
の
廃

止
及
び
改
修
１
，
３
６
５
万
円
、
北
房

農
泊
推
進
協
議
会
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強

化
を
支
援
す
る
事
業
資
金
の
貸
付
176
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

債
務
負
担
行
為
と
は
、
契
約
等
で
発

生
す
る
債
務
の
負
担
を
設
定
す
る
行
為

で
す
。
主
な
も
の
は
、真
庭
市
一
般
廃
棄

物
（
生
ご
み
）
収
集
運
搬
業
務
委
託
１
，

５
０
２
万
円
、真
庭
市
一
般
廃
棄
物
（
家

庭
ご
み
）
収
集
運
搬
業
務
委
託
２
億
６
，

９
５
７
万
円
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
実
施
事
業
３
８
５
万
円
、
蒜

山
高
原
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
ト
イ
レ

整
備
事
業
２
，
２
６
１
万
円
、
目
木
構

模
型
製
作
事
業
５
５
０
万
円
を
設
定
し

ま
し
た
。

令和元年１２月第５回真庭市議会12   　会期12月3日 12月24日～

3億1,225万円を可決しました

令和元年度１２月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は13人
・補正予算８件を可決 議案８件を可決
・陳情１件を趣旨採択 ３件を継続審査
　としました

497億8,699万円497億8,699万円
補正後の全会計予算額

31億867万円（5.9％）減31億867万円（5.9％）減
対 前 年 比

一般会計
特別会計

公営企業会計（下水道事業）

２,８１８万円
２億７,９７１万円

４３６万円

２９９億８,２６８万円
１３４億６,１５０万円
６３億４,２８１万円

８.１％減
０.６％減
５.６％減

12月補正額 対前年比補正後予算額

※特別会計内訳
国民健康保険2億7,988万円／後期高齢者医療491万円
介護保険△721万円／介護サービス事業勘定△456万円
簡易水道事業699万円／浄化槽事業△30万円

た
め
池
に

１
，３
６
５
万
円

　
　

一
般
会
計　

主
な
歳
出

　
　

一
般
会
計　

債
務
負
担
行
為

12月議会の会議録は３月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

工事前の湯原ふれあいセンター

簡
易
水
道
が
企
業
会
計
に

職
員
給
与
が
0.1
％
ア
ッ
プ

湯
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー   

　
　

   

の
使
用
料
決
ま
る

１
時
間
に
つ
き

区　分

ホール

第１会議室

第２会議室

第３会議室

第４会議室

多目的室

1,480円

270円

220円

70円

70円

90円

使用料

冷暖房設備 使用料×50/100の額

6



に
真
庭
市
が
譲
渡
を
受
け
、
管

理
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

は
、共
用
開
始
直
後
か

ら
山
腹
崩
壊
や
地
割

れ
が
発
生
し
、
県
が
対

策
工
事
を
実
施
し
ま

し
た
が
、平
成
30
年
３

月
に
土
留
め
擁
壁
に

異
常
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

レ
ジ
ャ
ー
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
す
る
中
、
利

用
者
の
増
加
が
見
込

め
ず
、
災
害
防
止
の
観

点
か
ら
も
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。

議
員
）
が
少
数
意
見
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

反
対
討
論
及
び
賛
成
討
論
の

後
、
採
決
の
結
果
、
委
員
会
の
決

定
ど
お
り
趣
旨
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

【討
論
あ
り
】

【反
対
】岡
﨑
陽
輔
議
員

　

反
対
の
理
由
は
３
点
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資

効
果
が
ど
の
程
度
か
い
ま
だ
見

え
な
い
。
２
点
目
に
施
設
移
転
後

の
施
設
管
理
・
運
営
形
態
の
全
容

が
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。
３
点
目
に
趣
旨
採
択
に
す
る

く
ら
い
に
確
信
が
無
い
の

で
あ
れ
ば
継
続
に
す
べ
き

と
い
う
３
点
か
ら
趣
旨
採

択
に
反
対
す
る
。

【
賛
成
】緒
形
尚
議
員

　

真
庭
産
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使

用
し
て
、
世
界
的
な
建
築

家
・
隈
研
吾
氏
が
設
計
し
た

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
が
、
真
庭
市

に
移
築
さ
れ
る
こ
と
は
、
特

に
入
込
数
の
減
少
す
る
蒜

山
の
観
光
客
の
回
復
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
や
滞
在

観
光
の
推
進
な
ど
観
光
の

質
の
向
上
を
図
る
上
で
の

起
爆
剤
と
な
る
と
期
待
を

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。

12 月定例会12月定例会

▼
陳
情
第
７
号 

陳
情
書

　

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
実
現
と
観
光
振
興
に
つ

い
て

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
、

趣
旨
採
択
と
す
る
報
告
後
、
委
員

会
に
て
趣
旨
採
択
に
反
対
し
た

庄
司
議
員
（
意
見
に
賛
成 

中
元

蒜山高原　三木ヶ原

勝山美しい森を視察する産業建設常任委員会

陳
情

Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
と

観
光
振
興

【反
対
】柿
本
健
治
議
員

　

本
陳
情
に
対
し
て
、
内
容
に
全

面
的
に
反
対
の
立
場
で
は
な
い
。

こ
の
施
設
を
蒜
山
へ
移
設
し
て
事

業
展
開
す
る
中
で
、
経
費
な
ど
の

コ
ス
ト
負
担
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
。
３
月
議
会
に
向
け
詳
細
な

提
案
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
段
階

で
、
な
ぜ
趣
旨
採
択
な
の
か
理
解

で
き
な
い
。
趣
旨
採
択
は
時
期
尚

早
の
観
点
か
ら
反
対
す
る
。

【
賛
成
】福
井
荘
助
議
員

　

東
京
晴
海
パ
ビ
リ
オ
ン
も
完

成
し
委
員
会
で
見
て
き
た
が
、
文

化
的
価
値
の
高
い
施
設
で
国
内

外
に
日
本
の
木
材
文
化
を
発
信

で
き
、
観
光
の
質
の
向
上
に
役
立

つ
と
確
信
す
る
。
観
光
客
の
減
少

が
続
い
て
い
る
蒜
山
地
域
へ
の

観
光
誘
致
に
繋
が
り
市
内
全
体

へ
の
波
及
効
果
に
寄
与
す
る
こ

と
か
ら
趣
旨
採
択
に
賛
成
す
る
。

▼
趣
旨
採
択
に
賛
成
し
た
議

員
・
・
緒
形
尚
、
妹
尾
智
之
、
岩
本

壯
八
、
柴
田
正
志
、
谷
本
彰
良
、
原

秀
樹
、
酢
本
勝
、
河
部
辰
夫
、
長
尾

修
、
入
澤
廣
成
、
福
井
荘
助
、
築
澤

敏
夫
、氏
平
篤
正

▼
趣
旨
採
択
に
賛
成
し
な
か
っ

た
議
員
・
・
福
島
一
則
、
岡
﨑
陽

輔
、
山
本
久
惠
、
竹
原
茂
三
、
庄
司

史
郎
、
中
尾
哲
雄
、
柿
本
健
治
、
中

元
唯
資
、小
田
康
文
、大
月
説
子

　

「
勝
山
美
し
い
森
」
は
平
成
９

年
に
県
が
設
置
し
、
平
成
20
年

勝
山
美
し
い
森
条
例
を
廃
止

４
階
傍
聴
席
は
市
民
席

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
議
場
の
入
り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍 

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席
は

30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い
き

テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
の

発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映
り
込
む

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▶
傍
聴
席
入
口
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先・進・地・視・察・レ・ポ・ー・ト

ほ
か
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

柿
田
川
の
観
光
活
用
と
し
て
は
、
日

本
の
名
水
百
選
や
柿
田
川
を
含
む
伊
豆

半
島
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定

を
受
け
、
知
名
度
が
さ
ら
に
上
昇
し
ま

し
た
が
、
貴
重
な
自
然
の
保
護
が
大
前

提
で
あ
り
、
ま
ず
町
民
に
向
け
地
域
の

愛
着
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
柱
と
し
て
、

町
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
観
光
の
あ
り

方
を
目
指
し
て
い
ま
す
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、環
境
保
全
と
観
光

客
誘
致
へ
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る

柿
田
川
公
園
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

真
庭
市
に
も
名
水
百
選
に
選
ば
れ
て

い
る
塩
釜
の
冷
泉
が
あ
り
、
環
境
保
全

と
整
備
に
お
い
て
参
考
と
な
る
事
例
で

あ
り
ま
し
た
。       

（
文
：
酢
本
）

　東京・晴海で、真庭産のＣＬＴパネルを組み合わせて建設中

のパビリオン棟、室内展示棟、展示別棟の３棟の建設状況を視

察しました。各棟内には、子ども向けのアミューズメント施設

や映像展示、カフェなどが入る予定とのことでした。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
静
岡
県

駿
東
郡
清
水
町
の
中
央
に
流
れ
て
い
る

富
士
山
よ
り
の
伏
流
水
、
柿
田
川
の
清

流
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

　

町
の
中
心
を
流
れ
る
柿
田
川
は
、
柿
田

川
公
園
の
湧
水
を
源
に
長
さ
１
，
２
０
０

ｍ
、
流
水
の
ほ
ぼ
全
量
が
湧
水
か
ら
成
る

日
本
三
大
清
流
に
数
え
ら
れ
る
一
級
河
川

で
す
。
柿
田
川
の
環
境
を
守
る
た
め
、
住

民
に
よ
る
柿
田
川
湧
水
保
全
の
会
が
昭
和

63
年
６
月
に
会
員
120
名
で
設
立
、
柿
田
川

に
関
す
る
調
査
、
資
料
の
収
集
、
行
政
へ

の
保
全
、
住
民
等
に
対
す
る
要
請
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
3
年

3
月
に
は
（
財
）
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ

ス
ト
が
法
人
格
取
得
、
自
然
保
護
を
最
優

先
に
周
辺
の
土
地
を
取
得
し
自
然
保
全
目

的
で
活
動
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

柿
田
川
湧
水
群
は
国
指
定
の
天
然
記

念
物
で
あ
り
、
湧
水
が
湧
く
柿
田
川
公
園

は
都
市
緑
地
と
し
て
、
都
市
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
公
園
で
す
。
都
市
緑
化
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
天
然
記
念
物
で
も
あ

り
、
開
発
を
進
め
る
の
は
困
難
を
要
す
る

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
柿
田
川
の
環
境

を
守
る
た
め
、
外
来
種
の
駆
除
等
に
年
２

回
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
の

柿
田
川
の
観
光
活
用

晴海に不思議な建物中
央
区

東
京
都

富士山の伏流水が湧き出す 柿田川湧水群

令和元年12月14日オープン　ライトアップの様子

▶
建
設
中
の
パ
ビ
リ
オ
ン
前

　委員から、移築を計画している蒜山は

寒冷地であり、パビリオンの屋根はガラ

ス製ですが積雪時相当荷重がかかりま

す。どんな設計をしているか等質問をし、

担当者からは、30mm の強化ガラス、相当強

いもので、雪が解けずに 2.5m 積もってい

ても十分大丈夫な強度とのことでした。

　選手村がある晴海地区、今後オリン

ピックに向けて、さらに盛り上がってい

くと実感しました。    （文：緒形）

　

産業
建設

清
流
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

静岡県
清水町

事務局
南

庄司 岩本 長尾 福井 河部 緒形 中元
浅野課長

11月５日 静岡県清水町：清水町役場
11月６日 東京都中央区：晴海建設地
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地
元
か
ら
は
廃
校
施
設
の
草
刈
り

や
備
品
に
関
す
る
苦
情
も
聞
い
て
お

り
、
公
募
を
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
施
設

の
維
持
管
理
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

管
理
体
制
に
つ
い
て
は
振
興
局
と

協
議
し
、
今
後
の
方
針
を
示
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
９
月
５
日
、
10
日
、

11
日
、
18
日
、
24
日
、
26
日
、
10
月
17
日
、

11
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当

部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

■
災
害
に
強
い
真
庭
市
に
な
る
た
め
に

　

９
月
の
委
員
会
で
は
、
真
庭
市
に
も
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
な
ど
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
災

害
の
発
生
状
況
を
ふ
ま
え
、
安
全
に
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
自
然
災
害
に
強
い

真
庭
市
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
、
政
策
討
論
会
で
の
地
域
の
防
災
力

強
化
策
の
提
案
に
向
け
、
委
員
間
で
議
論

を
重
ね
ま
し
た
。

■
任
用
制
度
の
適
正
な
運
用
に
向
け
て

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
運
用
方
針
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

任
用
形
態
は
、
一
日
の
勤
務
時
間
を
最

長
７
時
間
30
分
と
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
の
み
の
運
用
と
す
る
。

任
用
期
間
は
同
一
年
度
内
で
最
長
１
年
ま

で
任
用
可
能
。
給
与
・
報
酬
に
は
原
則
昇

給
を
導
入
し
、
任
期
が
６
月
以
上
で
週
30

■
迅
速
か
つ
的
確
な
避
難
支
援
の
た
め
に

　

地
域
防
災
説
明
会
を
開
催
し
、
自
主
防

災
組
織
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

計
画
「
私
の
避
難
プ
ラ
ン
」
の
作
成
状
況

に
つ
い
て
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
が
把
握
し
て
い
る
要
支
援
者
と
自

ら
登
録
を
希
望
さ
れ
た
人
を
合
わ
せ
た

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
対
象
者
１
，

１
９
２
人
の
う
ち
、
約
４
割
に
あ
た
る
527

人
の
方
の
避
難
プ
ラ
ン
が
す
で
に
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
が
住
む
自
主
防
災
組

織
の
う
ち
、
約
６
割
に
あ
た

る
75
組
織
が
、
戸
別
訪
問
等

を
実
施
し
、
避
難
プ
ラ
ン
の

作
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

避
難
プ
ラ
ン
の
作
成
は
、

数
値
的
な
成
果
の
み
な
ら

ず
、
作
成
の
た
め
の
活
動
を

通
じ
た
地
域
の
防
災
意
識

の
高
ま
り
も
期
待
で
き
る

も
の
で
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
避

難
プ
ラ
ン
の
個
人
情
報
の

管
理
や
、
有
事
の
際
の
避
難

支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
の

平
常
時
の
情
報
活
用
等
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

時
間
以
上
勤
務
の
者
を
対
象
に
正
規
職
員

と
同
様
の
2.6
月
分
の
期
末
手
当
を
支
給
す

る
。
任
期
や
勤
務
時
間
の
長
短
に
関
わ
ら

ず
、
全
て
の
職
員
が
人
事
評
価
の
対
象
と

な
る
予
定
で
す
。

　

従
来
の
臨
時
職
員
に
代
わ
る
新
た
な
任

用
制
度
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
休
暇
制
度

等
の
待
遇
や
人
件
費
に
つ
い
て
適
正
な
運

用
を
求
め
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

■
廃
校
・
廃
園
の
未
来
を
考
え
る

　

市
内
の
９
つ
の
廃
校
施
設
と
５
つ
の
廃

園
施
設
の
活
用
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
８
つ
の
施
設
で
は
貸
付
や
売
却

等
に
よ
る
利
活
用
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

阿
口
小
学
校
と
別
所
小
学
校
も
地
元
活
用

の
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
呰
部

小
学
校
、
上
水
田
小
学
校
、
水
田
小
学

校
、
呰
部
幼
稚
園
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
り
全
国
的
に
活
用
策
を
公
募
し
た
も

の
の
、
応
募
が
無
い
状
況
で
す
。

　

活
用
案
が
見
つ
か
ら
な
い
施
設
は
、
解

体
費
用
に
合
併
特
例
事
業
債
の
充
当
が
可

能
な
令
和
６
年
度
の
最
終
期
限
を
見
据

え
、
解
体
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
も
必
要

な
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《

総

務

部

》

A Q

総務常任委員会総務常任委員会

Q：Question=問　A：Answer=答

《
危
機
管
理
課
》

旧北房中央保育園舎を活用したカフェ「旅人食堂」
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て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、中
学
生
の
平
日
の
家

庭
学
習
時
間
が
１
時
間
に
満
た
な
い
生
徒

の
割
合
が
４
割
以
上
で
あ
り
、
家
庭
学
習

習
慣
の
定
着
が
課
題
で
す
。
ま
た
、
自
分

の
良
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
小
中
学

生
の
割
合
や
、
夢
を
持
つ
中
学
生
の
割
合

は
全
国
平
均
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
９
月
５
日
、
12
日
、

18
日
、
26
日
、
11
月
18
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

９
月
の
委
員
会
で
は
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め

合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
政
策
討
論
会
で
の
「
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
施
策
」
の
提
案
に

向
け
、
委
員
間
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
政
策
提
言
の
そ
の
後

　

健
康
福
祉
部
か
ら
過
去
２
回
の
政
策
提

言
を
受
け
て
か
ら
の
取
り
組
み
状
況
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
障
が
い
者
の
一
般
就
労
に
向
け
た
支

援
策
」
に
お
い
て
は
、
今
年
度
、
企
業
や

農
業
経
営
者
向
け
の
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

民
間
企
業
に
お
い
て
職
場
実
習
も
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
職
場
実
習
を

取
り
組
め
る
よ
う
民
間
企
業
や
農
業
経
営

者
と
の
調
整
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
授
業

改
善
、
学
習
習
慣
の
定
着
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

再
度
そ
の
重
要
性
を
共
有
し
、
教
育
活
動

の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

児
童
生
徒
の
地
域
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

地
域
を
良
く
す
る
と
い
う
意
識
が

低
い
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

が
必
要
。

■
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
申
請

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
か
ら
共
生
社

会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
申
請
を
国
へ

行
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
受
入
を
契
機
に
、
日

本
各
地
に
お
け
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
加
速
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
に
も
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
に
向
け
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
、
学
校
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
学
習
を
は
じ
め
と
し
た
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
地
元
障
が
い

者
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
の
３
点
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
の
結
果
、
12
月
17
日
に
登
録
が
決
定

し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
の
交
流
を
は

じ
め
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
）
」
に
お
い
て
は
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
方
針
や

運
営
形
態
統
一
に
向
け
た
取
組
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

専
用
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
経
済
的
か
つ
効

率
的
な
整
備
に
努
め
る
た
め
、
①
小
学
校

内
の
余
裕
教
室
や
余
裕
ス
ペ
ー
ス
、
②
小

学
校
近
隣
の
公
共
施
設
、
③
小
学
校
敷
地

内
へ
の
専
用
施
設
の
設
置
の
３
点
の
順
に

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
運
営
形
態
や
支
援

員
・
補
助
員
の
処
遇
等
が
ク
ラ
ブ
ご
と
に

異
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
全
ク
ラ
ブ
を
対

象
と
し
た
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
統
一
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
が
示

　
す
も
の

　

学
校
教
育
課
か
ら
平
成
31
年
度
の
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
真
庭
市
に
お
け

る
結
果
概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
と
も
に
、「
国
語
、
算
数
・
数

学
の
授
業
内
容
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
」

と
い
う
割
合
は
全
国
値
を
上
回
っ
て
い
ま

す
が
、
正
答
率
は
全
国
値
と
比
べ
下
回
っ

A Q

Q：Question=問　A：Answer=答

《

教
育
委
員
会
》

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

《

生
活
環
境
部
》

《

健

康

福

祉

部

》

ドイツパラリンピアン アンジェリカ・トラバート氏講演会
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本
委
員
会
で
は
、
９
月
４
日
、
13
日
、
18

日
、
10
月
17
日
、
11
月
19
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
新
た
な
有
害
鳥
獣
対
策
を

　

９
月
の
委
員
会
で
は
、
頻
発
す
る
有
害

鳥
獣
に
対
す
る
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、

真
庭
地
区
猟
友
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
政
策
討
論
会
で
の
新
た
な
有
害
鳥
獣

対
策
の
提
案
に
向
け
、
委
員
間
で
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

■
先
進
地
視
察
を
実
施

　

11
月
５
日
・
６
日
に
静
岡
県
駿
東
郡
清

水
町
と
東
京
都
中
央
区
に
建
設
中
の
晴
海

パ
ビ
リ
オ
ン
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。（
詳

細
は
Ｐ
８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

■
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
順
調
に
稼
働
中

　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、
真

庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
か
ら
令
和
元
年
６
月
期

の
売
上
高
は
約
23
億
２
千
万
円
で
、
稼
働

率
は
103
％
、
経
費
は
材
料
加
工
管
理
費
等

原
ダ
ム
の
放
流
を
契
機
に
、
岡
山
県
が
真

庭
市
及
び
関
係
者
に
よ
る
「
湯
原
ダ
ム
下

流
河
川
整
備
協
議
会
」
を
設
置
し
、河
川
整

備
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
放
流
に
よ
る
砂
湯
等
へ
の

被
害
軽
減
や
治
水
、
河
川
環
境
及
び
観
光

に
配
慮
し
た
遊
歩
道
（
全
長
約
260
ｍ
）
の

整
備
や
石
積
護
岸
の
改
修
等
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
代
表
、
環
境
省
、
県
、
市
等

14
人
の
委
員
に
よ
り
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
立
地
場
所
の
検
討
状

況
は
ブ
ラ
ン
ド
力
、
集
客
の
向
上
、
実
現

性
、
投
資
コ
ス
ト
か
ら
検
討
し
て
お
り
、
隈

研
吾
氏
の
作
品
を
移
築
す
る
こ
と
で
、
蒜

山
の
観
光
の
質
を
上
げ
る
と
い
う
大
き
な

目
的
が
あ
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
て
地
方

創
生
交
付
金
を
活
用
し
、
移
築
を
検
討
し

て
い
る
た
め
、２
０
２
１
年
の
春
を
目
途
に

開
業
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
機
能
は
、
パ
ビ

リ
オ
ン
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建

築
物
を
蒜
山
高
原
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
と
い

う
地
元
の
要
望
も
あ
り
、
国
立
公
園
蒜
山
に

ふ
さ
わ
し
い
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
運
営
機
能
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
型
と
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
物
販
を
主
体
と

し
た
収
益
施
設
型
ど
ち
ら
に
す
る
か
委
員

会
で
議
論
し
、
11
月
中
に
中
間
報
告
と
し
て

市
長
に
答
申
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
湯
原
ダ
ム
下
流
河
川
の
整
備
を
実
施

　

平
成
29
年
10
月
の
台
風
21
号
に
よ
る
湯

が
約
19
億
５
千
万
円
で
、
営
業
利
益
が
約

３
億
７
千
万
円
と
順
調
に
稼
動
を
続
け
て

い
ま
す
。発

電
所
は
何
年
度
ま
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ（
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取

制
度
）
が
利
用
で
き
る
の
か
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
期
間

終
了
後
の
展
開
は
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
自
体
は
20
年
で
、
今
年

５
年
目
で
あ
り
、
あ
と
15
年
あ
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
後
の
自
立
は
国
も
課
題
と
い
う

こ
と
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
方
法

が
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
と
い
う
考
え

方
で
、
今
検
討
を
進
め
て
い
る
。

■
真
庭
市
蒜
山
地
域
振
興
計
画
基
本
構
想

　
策
定
中

　

産
業
政
策
課
よ
り
、
真
庭
市
蒜
山
地
域

振
興
計
画
基
本
構
想
策
定
検
討
委
員
会
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
蒜
山
地
域
の
観
光

振
興
、
市
全
体
へ
の
波
及
効
果
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

建
築
物
の
導
入
機
能
、
立
地
場
所
に
つ
い

て
の
検
討
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お
り
、

メ
ン
バ
ー
は
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化

科
学
研
究
科
の
中
村
良
平
特
任
教
授
を
会

長
と
し
、
観
光
、
芸
術
な
ど
の
専
門
家
、

商
工
、
農
業
観
光
団
体
等
の
団
体
の
代
表
、

Q：Question=問　A：Answer=答

《
湯
原

振
興
局
》

《

産
業
観
光
部
》

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

A Q

クリスマスキャンドルファンタジー　砂湯周辺
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【
就
職
氷
河
期
世
代
＝
ロ
ス
ト

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
】
来
年
度
か

ら
始
ま
る
就
職
氷
河
期
世
代
活

躍
支
援
プ
ラ
ン
は
、
約
35
歳
か
ら

45
歳
前
後
の
非
正
規
労
働
者
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
訓
練
支
援
、
各
種

資
格
取
得
支
援
他
が
有
る
。
真
庭

市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
現
在
ひ
き
こ
も
り
の

子
を
扶
養
し
て
い
る
親
世
代

も
高
齢
化
し
て
お
り
、
い
ず
れ

８
０
５
０
問
題
が
起
き
る
。
中
高

年
の
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は
、
高

一般質問一般質問

齢
に
な
っ
た
時
低
年
金
・
無
年
金

で
は
生
活
が
困
窮
し
、
生
活
保
護

を
受
給
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実
施
す

べ
き
か
。

　

議
会
中
継
を
見
て
下
さ
っ
て

い
る
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
さ

ん
、
ひ
き
こ
も
り
当

事
者
さ
ん
、
親
御
さ

ん
な
ど
が
、
今
回
の

質
問
で
少
し
で
も
解

決
の
糸
口
と
か
窓
口

を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
れ
で

良
い
。

　

私
は
随
分
前
か
ら

就
職
氷
河
期
世
代
を

意
識
し
て
採
用
を
考

え
て
い
た
。
こ

の
世
代
に
限

ら
ず
優
秀
な

人
材
確
保
の

た
め
中
途
採

用
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
方
版

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
設
置
し
、
早
期

就
職
支
援
を
図
っ
た
。
就
職
相

談
、
職
業
紹
介
、
企
業
か
ら
の
相

談
に
の
っ
て
い
る
。
就
職
訓
練
や

相
談
は
、
津
山
市
に
設
置
し
て
い

る
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
て
い
る
。優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、真
庭
全
体

を
魅
力
あ
る
土
地
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
実

態
は
、国
の
調
査
か
ら

推
定
す
る
と
340
人
ぐ

ら
い
と
思
う
。
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
に
は
入
り
込
み
に

く
い
、
人
に
よ
っ
て
は

難
し
い
デ
リ
ケ
ー
ト

な
問
題
で
あ
る
。
一
人

一
人
に
応
じ
た
適
切

な
支
援
を
し
て
い
く
。

相
談
が
あ
れ
ば
、
個

別
に
具
体
的
に
丁
寧

に
対
応
し
て
い
く
。
真

庭
市
で
は
、『
く
ら
し

安
全
課
』
が
窓
口
だ
。

地
域
社
会
で
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
け

る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、

支
援
を
し
て
い
く
。

問山

本

久

惠

答
太
田
市
長

就
職
氷
河
期
世
代
と

ひ
き
こ
も
り
の
支
援

▶
写
真
は
傍
聴
席
か
ら
撮
影

質問席

答弁席

妹尾 橋本

宮本 新田 有元

長尾

松尾

上島 澤山 吉永 太田

河本 古南
安田 須田

河内 高見
大熊

竹中中谷綱島三ツ

本庁舎敷地内にある 真庭市ふるさとハローワーク

太田昇市長

三ツ宗宏教育長

答弁者

一
般
質
問
の
記
事
は

800
字
以
内
で
、
質
問

し
た
議
員
本
人
が
ま

と
め
て
い
ま
す
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真庭里海米を太田市長が販売

に
は
、
生
産
者
に
何
ら
か
の
プ
レ

ミ
ア
ム
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

米
の
品
種
は
何
で
取
り
組
み「
真

庭
里
海
米
」
と
し
て
い
つ
販
売
す

る
の
か
。
セ
ル
カ（
牡
蠣
殻
の
粉

末
）
は
土
壌
改
良
材
で
あ
る
が
、

市
が
実
施
す
る
生
ご
み
の
液
肥

と
の
関
係
は
い
か
が
か
。

　

Ｊ
Ａ
が
里
海
米
を
一
般
米
に

比
べ
一
俵
当
た
り
300
円
高
く
買

い
取
る
。
一
俵
300
円
上
乗
せ
が
高

い
か
安
い
か
と
い
う
こ
と
は
あ

る
が
、
Ｊ
Ａ
は
相
当
の
負
担
に
な

り
、
勇
気
を
持
っ
た
取
り
組
み
だ

と
思
っ
て
い
る
。
真
庭
里
海
米
の

品
種
は
、
特
定
品
種
に
限
定
し

た
ブ
ラ
ン
ド
名
で
は
な
く
、
セ

ル
カ
を
投
入
し
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し

た
米
に
し
か
つ
け
ら
れ
な
い
。
市

４
校
、
職
員
用
の
ト
イ
レ
が
和
式

の
み
の
学
校
が
１
校
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活

環
境
、
そ
れ
か
ら
避
難
所
対
応
等

を
考
え
る
と
、
早
期
に
洋
式
を
中

心
と
し
た
ト
イ
レ
環
境
の
整
備

が
、
大
き
な
課
題
だ
と
認
識
を
し

て
い
る
。

　

避
難
所
と
な
る
体
育
館
用
、
職

員
用
ト
イ
レ
は
温
水
洗
浄
便
座

つ
き
、
児
童
・
生
徒
用
は
暖
房
便

座
つ
き
の
ト
イ
レ
を
標
準
的
な

水
準
と
し
て
整
備
を
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
来
年
度
か
ら

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
予

算
計
上
を
し
て
、
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

で
は
、
き
ぬ
む
す
め
、
ひ
の
ひ
か

り
、
こ
し
ひ
か
り
、
あ
き
た
こ
ま

ち
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
５
品
種
で
生

産
す
る
。
11
月
22
日
よ
り
、
お
か

や
ま
コ
ー
プ
等
で
本
格
的
な
販

売
が
始
ま
り
、
約
700
俵
の
販
売
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ル
カ
は
、
土
壌
改
良
材
で
、

冬
の
間
に
ま
き
、
稲
の
根
の
張
り

が
良
く
な
り
、
倒
伏
し
に
く
く
収

穫
も
上
が
る
効
果
が
あ
る
。
液
肥

は
春
に
入
れ
る
元
肥
と
、
追
肥
で

入
れ
る
肥
料
な
の
で
相
性
は
特

に
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

廃
校
、
廃
園
と
な
っ
て
い
る
７

施
設
、
特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈

り
等
の
管
理
は
ど
こ
が
責
任
を

持
っ
て
す
る
の
か
。

　

活
用
策
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、

地
域
自
主
組
織
を
は
じ
め
利
用

者
の
方
々
で
草
刈
り
や
清
掃
を

条
件
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
使
用
し
な

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
責
任
は
、

最
終
的
に
は
市
に
あ
る
の
で
環

境
衛
生
上
、
防
犯
上
、
必
要
に
応

じ
て
草
刈
り
等
は
し
て
い
く
。

う
と
き
に
誰
も
が
安
心
し
て
避

難
生
活
を
送
れ
る
た
め
に
必
須

で
あ
る
。

　

３
つ
目
に
、
和
式
ト
イ
レ
よ
り

も
洋
式
ト
イ
レ
は
節
水
で
き
、
環

境
に
も
財
政
に
も
優
し
い
。

　

以
上
、
３
つ
の
理
由
か
ら
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
さ
ら
な
る
推
進

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

の
取
り
組
み
や
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

　

学
校
全
体
で
洋
式
便
器
が
一

つ
も
な
い
学
校
は
現
在
な
い
が
、

校
内
の
児
童
・
生
徒
用
の
ト
イ
レ

が
和
式
の
み
と
い
う
学
校
が
１

校
、
避
難
所
と
な
る
体
育
館
用
の

ト
イ
レ
が
和
式
の
み
の
学
校
が

　

真
庭
市
に
お
い
て
は
、
老
朽
化

の
改
善
や
学
校
統
合
に
伴
い
新

築
校
舎
も
増
え
て
き
て
お
り
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
は
進
ん
で
き
て

い
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
築
年
数

の
古
い
学
校
も
あ
り
、
和
式
ト
イ

レ
が
主
流
の
と
こ
ろ
も
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

１
つ
目
、
生
活
環
境
の
向
上
に

よ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

洋
式
ト
イ
レ
で
の
生
活
を
し
て

い
る
。
和
式
ト
イ
レ
の
苦
手
意
識

か
ら
利
用
を
我
慢
す
る
傾
向

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

学
習
環
境
の
改
善
の
た
め
に

も
、
ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ

と
な
く
健
康
的
に
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
洋
式
化
を

進
め
る
べ
き
だ
。

　

２
つ
目
、
災
害
時
に
は
小
・

中
学
校
体
育
館
も
避
難
所
と

し
て
使
わ
れ
る
。
高
齢
者
、障

が
い
者
に
と
っ
て
、
洋
式
ト

イ
レ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
、
小
・
中
学
校
体
育
館

に
洋
式
ト
イ
レ
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
言
え
る
。い
ざ
と
い

　

12
月
か
ら
、
市
内
で
里
海
米
の

基
準
で
生
産
さ
れ
た
米
を
学
校

給
食
に
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。ま
た
市
で
は
、Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現

の
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
瀬

戸
内
海
の
牡か

蠣き

殻
を
土
壌
改
良

材
と
し
て
使
用
し
た
米
を「
真
庭

里
海
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し

た
。
そ
こ
で「
真
庭
里
海
米
」と
し

て
市
が
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
か
ら

問緒

形
　

尚

問竹

原

茂

三

ト
イ
レ
洋
式
化
に

予
算
計
上
！

里
海
米
を
１
俵
当
り

300
円
高
く
買
う

北房小学校の車椅子トイレ

答
三
ツ
教
育
長

廃
校
・
廃
園
の

管
理
責
任
は
市

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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④
持
続
可
能
な
社
会
の
担

い
手
を
育
ん
で
い
く
、
こ
れ
は

学
校
教
育
の
大
き
な
目
的
で
あ

る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
を
最
初
に
募
集

さ
れ
た
と
き
に
、
小
学
校
長
会

長
、
中
学
校
長
会
長
が
代
表
で

加
わ
っ
て
い
た
の
で
、
各
学
校
が

参
加
す
る
か
し
な
い
か
迷
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
先
日
の
校
長
会
で
改
め

て
登
録
し
、
学
校
と
し
て
も
学
校

の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
。
市
民
運
動
を
支
え
て
い
く

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
お

願
い
し
た
。

　

①
真
庭
市
地
域
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
「
ま
に
わ
の
わ
」

を
実
施
し
て
、
そ
の
中
で
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
支
援
す
る
立
場
で
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
係
者
と

連
携
し
て
、
消
費
生
活
上
特
に
配

慮
を
要
す
る
消
費
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
消
費
者
安
全
確
保

地
域
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
、
早
い

時
期
に
協
議
会
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
く
。

　

②
真
庭
市
で
も
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
や
っ
て
い
る
。
環
境
の
視

点
も
入
れ
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
も

広
め
て
い
く
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
。

　

③
平
成
23
年
７
月
に
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
電
話
の
方
、
来
ら
れ

た
方
等
で
相
談
さ
れ
る
方

に
よ
り
充
実
し
た
丁
寧
な

対
応
を
し
て
い
る
。
今
後
、

ま
す
ま
す
消
費
者
行
政
と

い
う
の
は
充
実
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。人
材
を
含
め

真
庭
地
域
で
十
分
な
こ
と

を
や
っ
て
い
く
に
は
、
諸
条

件
を
も
っ
と
整
備
し
充
実

し
た
も
の
に
取
り
組
む
。

呼
び
起
こ
し
、
広
が
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

④
教
育
委
員
会
、
教
育
現
場
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

真
庭
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
持
続
可
能
な
真
庭
市
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
大
き
く

か
か
わ
っ
て
育
っ
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
大
切
な
こ
と
。
小
学
生
、

中
学
生
、
真
庭
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
加
わ
っ
て
運
動
し

て
い
く
、
そ
う
い
う
渦
が
で
き
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

①
会
議
そ
の
も
の
は
年
２
回

や
っ
て
も
い
い
が
、
一
応
原
則
１

回
と
思
っ
て
い
る
。

　

②
単
純
に
目
標
を
具
体
的
に

こ
う
だ
と
い
う
よ
り
、
取
り
組
み

を
通
じ
て
決
め
て
い
く
よ
う
な

こ
と
を
す
れ
ば
、
目
標
も
抽
象
的

な
も
の
も
あ
っ
て
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

③
市
広
報
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
新
聞
な

ど
含
め
て
情
報
提
供
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹
介
す
る
冊

子
も
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
る
。
真
庭
市
の
全
部

局
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
持
っ

て
や
っ
て
い
く
こ
と
を
し
な
が

ら
、
市
民
に
あ
ら
ゆ
る
情
報
発
信

を
す
る
。

た
の
消
費
が
未
来
や
世
界
を
変

え
る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
、
食

品
ロ
ス
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
社

会
的
課
題
は
多
く
あ
る
。
消
費
者

一
人
一
人
が
、
今
の
自
分
に
と
っ

て
必
要
な
消
費
で
は
な
く
、
未
来

や
世
界
を
大
切
に
す
る
消
費
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
12
「
つ
く
る
責
任

と
つ
か
う
責
任
」
市
長
の
御
所
見

を
伺
う
。

　

③
真
庭
市
の
消
費
者
行
政

へ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
消
費
者
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
を
受
け
た
時
代
に

あ
っ
て
、
市
民
と
の
直
接
の
か
か

わ
り
合
い
が
一
番
強
い
自
治
体

と
し
て
、
今
後
ど
う
い
う
姿
勢

で
消
費
者
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
は
定

期
的
に
開
催
す
る
と
し
て
い
る

が
具
体
的
に
は
。

　

②
円
卓
会
議
パ
ー
ト
ナ
ー
相

互
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
度
確
認

は
ど
の
よ
う
な
形
、
方
法
で
行
わ

れ
る
の
か
。

　

③
円
卓
会
議
の
活
動
情
報
提

供
に
つ
い
て
は
、
参
加
団
体
が
掲

げ
て
い
る
目
標
が
市
民
に
伝
わ

り
、
そ
の
こ
と
で
市
民
の
関
心
を

　

①
地
域
で
高
齢
者
等
の
配
慮

を
要
す
る
消
費
者
が
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、
被
害
の
早

期
解
決
に
よ
り
、
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
ご
と
に

設
置
し
て
い
る
消
費
者
安
全
確

保
地
域
協
議
会
を
設
置
し
て
は

い
か
が
か
。

　

②
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
啓

発
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。
あ
な

問庄

司

史

郎

問庄

司

史

郎

問妹

尾

智

之

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
会
議
の

今
後
の
取
り
組
み
は

地
域
の
未
来
を
創
る

消
費
生
活

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

初めて開催されたＳＤＧｓ円卓会議

消費に関する困りごとは消費生活センターへ
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機
械
を
導
入
し
、
市
民
が
希
望
す

る
と
貸
し
出
す
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

ま
た
、
市
が
導
入
し
た
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
り
機
を
社
会
福
祉
法
人

等
に
整
備
し
、
草
刈
り
業
務
を
有

償
委
託
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム

の
導
入
で
、
農
業
に
お
け
る
負
担

感
の
軽
減
と
省
力
化
、
ま
た
障
が

い
者
へ
の
施
設
外
就
労
の
機
会

提
供
と
高
賃
金
化
と
い
う
農
福

連
携
の
推
進
が
図
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
実
証

実
験
を
市
内
で
実
施
し
、
労
力

軽
減
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
の
典
型
が
草
刈
り
機
で
あ

る
。
市
で
モ
デ
ル
的
に
購
入
し

て
、
市
民
に
使
っ
て
い

た
だ
き
、
本
格
導
入
を

考
え
る
。

　

第
３
次
真
庭
市
障
が

い
者
計
画
に
お
い
て
、

福
祉
的
就
労
に
お
け
る

受
注
機
会
の
拡
大
を
図

り
、
工
賃
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
改
善
の
一
つ
の
方
策

と
し
て
農
福
連
携
が
あ

る
。
障
が
い
の
あ
る
方

に
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械

を
扱
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す

る
と
い
う
の
は
、
ア
イ
デ
ア
と
し

て
は
非
常
に
い
い
こ
と
で
進
め

て
い
き
た
い
。

進
ん
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

が
昨
年
度
最
高
に
な
っ
て
い
る
。

来
年
か
ら
発
効
す
る
パ
リ
協
定

を
守
っ
て
も
、
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
警
告
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
は
パ

リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
と
い
う

こ
と
を
国
連
に
伝
え
、
２
０
２
０

年
11
月
４
日
離
脱
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
２
０
１
５
年
に
気

候
変
動
枠
組
条
約
に
加
盟
す
る

196
カ
国
が
合
意
す
る
画
期
的
な

国
際
協
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
離
脱
で
あ
る
。　

　

地
球
温
暖
化
、
大
気
汚
染
は
、

地
球
規
模
の
問
題
で
あ
り
、
地

球
全
体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
真
庭
市

も
平
成
29
年
に
第
３
次
真
庭
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

策
定
し
、
化
石
燃
料
抑
制
の
た

め
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
等
を
推
進
し
て

い
る
。

　

低
炭
素
社
会
、
エ

コ
タ
ウ
ン
真
庭
実
現

に
向
け
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
や
省
電
力

家
電
の
普
及
啓
発

に
よ
り
、
長
期
的
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
100
％
を
目
指
す
。

る
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
気
温
上
昇
に
よ
り
日
本

で
昨
年
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
方
が
９
万
５
千
人
、
死
亡
さ

れ
た
方
も
相
当
数
お
ら
れ
る
。

　

私
達
に
で
き
る
こ
の
問
題
の

解
決
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
一

番
に
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
球
を

次
世
代
に
送
る
事
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。
真
庭
市
は
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
考
え
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
る
市

長
は
、
こ
の
問
題
を
見
据
え
て
、

今
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

地
球
環
境
問
題
が
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
折
、
最
近

国
連
が
地
球
温
暖
化
が
急
速
に

　

市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
真
庭
里
海
米

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農

家
が
次
年
度
も
再
生
産
可
能
な

所
得
が
一
定
程
度
確
保
さ
れ
、
耕

作
放
棄
地
が
増
え
る
こ
と
な
く
、

稲
作
が
後
継
者
に
事
業
承
継
さ

れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

こ
の
里
海
米
で
後
継
者
が
ど

ん
ど
ん
出
て
く
る
な
ら
、
日
本
の

農
業
は
悩
む
こ
と
は
な
い
。
県
内

シ
ェ
ア
３
割
を
占
め
る
優
位
性

を
生
か
し
て
、
農
業
所
得
の
向
上

を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
農
協

と
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

　

産
業
団
地
の
法
面
を
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
り
機
で
除
草
す
る
様
子

が
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
。
市
が

　

環
境
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
お
い
て
問
題
提
起
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
は
大
型
化

し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
毎
年
上
陸

し
て
い
る
状
況
の
中
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
Co2
削
減
の
パ
リ
協
定

離
脱
、
な
ぜ
経
済
優
先
な
の
か
。

日
本
に
お
い
て
も
異
常
気
象
で

大
雨
、
土
砂
災
害
が
起
き
、
い
ま

だ
に
避
難
所
生
活
を
さ
れ
て
い

問小

田

康

文

真
庭
里
海
米
を

ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い
く

地
球
温
暖
化
と

環
境
問
題

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
を

市
で
購
入
す
る

問

法面を除草するラジコン草刈機

化石燃料を抑制　バイオマス発電所

問
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一般質問一般質問

る
。
生
の
声
を
聴
き
進
め
て
い
く

会
議
も
検
討
す
る
。

　

②
会
議
は
、
担
当
課
、
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
相
談
し

て
い
き
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

意
見
を
取
入
れ
施
策
を
展
開
し

て
い
く
。

　

③
若
い
人
が
携
わ
っ
て
後
継

者
が
、
事
業
を
継
続
で
き
、
集
い

の
場
を
拡
充
で
き
る
よ
う
支
援

し
、
持
続
可
能
な
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
。

　

④
介
護
予
防
は
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
充
実
し
て

い
く
。

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

こ
う
し
た
緊
急
時
に
、
無
料
通

信
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」、
い
わ
ゆ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
被
災
状

況
を
共
有
す
る「
消
防
団
ス
マ
ー

ト
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
消
防
団
員

は
位
置
情
報
や
被
害
状
況
を
写

真
や
文
章
で
報
告
、
被
害
状
況
は

ア
プ
リ
上
で
順
次
集
約
さ
れ
、
地

図
上
に
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
、

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

災
害
時
の
情
報
を
よ
り
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
迅
速
に
把
握
で
き

る
と
い
う
意
味
で
は
非
常
に
効

率
的
。
こ
の
ア
プ
リ
が
汎
用
化
さ

れ
る
と
予
想
し
、
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
費
用
も
含
め
検
討
す
る
。

　

②
住
民
主
体
で
実
施
し
て
い

る
「
さ
さ
え
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」・「
元
気
は
つ
ら
つ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」・「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
な
ど

に
携
わ
ら
れ
て
い
る
市
民
団
体

と
の
直
接
的
な
意
見
交
換
の
場

が
な
い
。
場
の
創
設
を
行
い
現
場

の
意
見
を
聞
き
、
施
策
に
反
映
す

る
体
制
作
り
が
必
要
で
は
。

　

③
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
実
施
で
き
る
財
政
支
援
の
充

実
は
。

　

④
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
方
々
が
目
標
を
掲
げ
て

達
成
す
る
よ
う
専
任
制
度
導
入

の
考
え
は
。

　

①
市
が
、
病
気
・
介
護
予
防

で
、
医
療
・
福
祉
関
係
と
一
緒

に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
い
た
だ
き
有
難
い
。「
さ

さ
え
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

６
ヵ
所
・「
げ
ん
き
☆
輝
き
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
」
は
38
ヶ
所
と
徐
々

に
広
が
っ
て
い
る
。
課
題
は
、
集

い
の
場
へ
の
送
迎
の
問
題
で
、
地

域
ケ
ア
会
議
や
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
。
ま

た
、
集
い
の
場
の
取
り
組
み
へ
の

財
政
支
援
も
必
要
と
考
え
る
。
令

和
２
年
度
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
職
、
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
を
配
置

し
、
介
護
予
防
の
推
進
を
強
化
す

自
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、
全
て

無
償
化
し
て
経
済
的
負
担
を
無

く
し
、
安
心
の
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

併
せ
て
、
副
食
費
の
無
償
化
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　

税
の
負
担
と
の
関
係
と
い
う

大
き
な
問
題
も
含
め
、
真
庭
市

で
全
園
児
の
保
育
料
を
無
償
化

す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
副
食
費
に
つ
い
て
は
、無

償
化
し
て
い
く
方
向
で
、
課
題

を
整
理
し
て
、
具
体
的
な
検
討

を
進
め
る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
交
通
網

の
遮
断
、
電
気
や
水
道
な
ど
の
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
停
止
、
被
災
者
救

援
な
ど
、
緊
急
を
要
す
る
事
案
が

広
範
囲
、
同
時
多
発
的
に
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
緊
急
時
に
は
行
政
や
消
防
、
地

域
住
民
が
正
確
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
緊
急
対
応
の
一
歩
と
な

る
。
災
害
現
場
の
情
報
収
集
は
迅

速
ま
た
正
確
に
把
握
で
き
て
い

る
か
、
集
ま
っ
た
情
報
の
処
理
や

行
政
と
現
場
と
の
情
報
共
有
は

　

国
政
で
、
病
気
・
介
護
予
防

が
重
要
施
策
と
位
置
付
け
ら
れ
、

来
年
度
予
算
案
で
は
、
予
防
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治

体
の
交
付
金
と
し
て
倍
額
の
予

算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
給
付
費
が
急
増

し
、
保
険
料
の
上
昇
が
避
け
ら
れ

な
い
と
の
事
で
あ
る
。
真
庭
市
で

は
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
各
種

予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

見
解
を
伺
う
。

　

①
総
合
事
業
の
検
証
と
課

題
は
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

増
収
分
を
財
源
と
し
て
10
月
か

ら
始
ま
っ
た
幼
児
・
保
育
無
償
化

は
就
学
前
３
年
間
の
３
歳
～
５

歳
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
０

歳
～
２
歳
児
を
対
象
に
無
料
と

な
っ
た
。
残
さ
れ
た
課
税
世
帯
の

３
歳
未
満
児
で
は
、
第
１
子
は
全

額
、
第
２
子
は
半
額
と
い
う
保
育

料
負
担
が
残
さ
れ
て
い
る
。
市
独

問原
　

秀

樹

問岩

本

壯

八

病
気
・
介
護
予
防
の

事
業
検
証
と
課
題
は

保
育
園
の
給
食
費

無
償
化
を
検
討

みんなでもちつき　勝山こども園　

久世地域で開催　そよかぜカフェ

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

災
害
時
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
を

問
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活
習
慣
に
着
目
し
、
人
と
し
て
の

当
た
り
前
度
の
高
さ
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

①
真
庭
市
で
の
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
と
、
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
の
か
。

　

②
学
力
改
善
に
向
け
て
授

業
の
質
の
向
上
と
家
庭
の
連
携

を
強
め
る
為
に
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

　

③
生
活
習
慣
を
整
え
る
上
で

学
校
・
家
庭
で
の
端
末
機
器
の
取

扱
い
に
関
し
て
の
指
導
は
し
て

い
る
の
か
。

　

①
秋
田
県
の
取
り
組
み
等
は

先
行
事
例
と
し
岡
山
県
全
体
で

　

学
校
の
平
和
学
習
は
も
ち
ろ

ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
平
和
・

人
権
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る

場
を
作
っ
て
行
き
た
い
。
ま
た
市

民
運
動
と
連
動
し
、
応
援
す
る
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

授業の様子　富原小学校

取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。
徹

底
度
に
差
が
あ
る
が
真
庭
市
で

も
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
自
主

学
習
ノ
ー
ト
の
保
護
者
の
コ
メ

ン
ト
は
、
全
体
で
そ
れ
を
盛
り
込

ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
働

き
か
け
は
し
て
い
な
い
。
真
庭
市

で
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
き
た
い
。
学
習
状
況

に
つ
い
て
は
改
善
状
況
が
多
く

見
ら
れ
る
が
、
点
数
が
で
る
学
力

調
査
で
は
改
善
が
遅
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

②
授
業
か
ら
考
え
て
、
対
話
し

て
、
自
分
な
り
の
思
考
を
進
め
る

授
業
へ
の
変
換
を
図
っ
て
い
る
。

家
庭
と
の
連
携
で
は
、
さ
せ
ら
れ

る
宿
題
か
ら
、
自
分
で
調
べ
て
取

り
組
む
宿
題
へ
の
変
換
を
図
っ

て
い
る
。
将
来
を
見
通
し
て
、今
、

学
ん
で
い
る
事
の
価
値
に
気
づ

く
た
め
に
郷
育
を
核
に
し
な
が

ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
い

る
。
学
ん
だ
こ
と
を
記
録
し
て
蓄

積
し
て
振
り
返
る「
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ポ
ー
ト
」
と
い
う
名
称
で
各
学

校
で
の
活
用
を
始
め
て
い
る
。

　

③
小
学
校
に
至
る
ま
で
、
子

ど
も
の
生
活
の
中
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
が
入
っ
て
き
て
い
る
。
特

別
活
動
、
学
活
の
時
間
で
指
導
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

等
で
保
護
者
と
一
緒
に
学
ぶ
機

会
も
設
け
て
い
る
。

を
明
確
に
し
、

核
兵
器
に
よ

る
抑
止
論
を

欺ぎ
ま
ん瞞

と
し
誤

り
を
指
摘
し

た
。
核
兵
器
の

脅
威
に
た
い

し
、
全
て
の
人

が
一
致
団
結

し
応
じ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
ロ
ー

マ
教
皇
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う

受
け
止
め
る
の
か
、
日
本
政
府
に

批
准
・
調
印
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
？
真
庭
市
の
平
和
行
政

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
非
核

平
和
宣
言
を
明
ら
か
に
す
る
標

柱
等
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
設

置
を
求
め
る
。

　

被
爆
国
日
本
は
核
兵
器
問
題

で
特
別
の
役
割
が
あ
る
。
本
来
な

ら
、
日
本
が
ま
ず
批
准
を
す
る

ぐ
ら
い
の
行
動
が
当
然
だ
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
平

和
へ
の
理
解
と
啓
発
を
始
め
と

し
た
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
も
含

め
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
か

け
、
戦
争
や
核
兵
器
の
な
い
平
和

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
平
和

行
政
を
推
進
し
て
い
く
。
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
等
は
、
市
民
主
体
の
運
動

や
議
論
を
期
待
す
る
。

　

真
庭
市
総
合
計
画
で
は
、
平

和
と
は
、
普
通
の
生
活
が
続
い
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
人
生
と
命
が

保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
規
定

し
て
い
る
。
平
成
19
年
３
月
議
会

で
、
す
べ
て
の
国
の
核
兵
器
廃
絶

と
軍
縮
を
願
い
、
不
断
の
努
力
を

続
け
る
と
誓
い
、
非
核
平
和
都
市

宣
言
を
し
た
。

　

２
０
１
７
年
、
国
連
で
は
核
兵

器
禁
止
条
約
を
加
盟
国
の
３
分

の
２
が
賛
成
し
、
採
択
し
た
。
核

兵
器
は
違
法
化
さ
れ
、
悪
の
烙
印

が
押
さ
れ
た
。
被
爆
75
周
年
を
迎

え
る
中
、
唯
一
の
被
爆
国
日
本
に

は
、
全
て
の
被
爆
者
の
願
い
に
応

え
る
た
め
に
、
政
治
的
に
も
道
義

的
に
も
こ
の
条
約
の
調
印
、
批
准

す
る
責
務
が
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
政
府
は
一
貫
し
て
背
を
向
け

て
き
た
。

　

政
治
的
、
道
義
的
な
退
廃
と

も
言
え
る
状
況
を
国
民
の
力
で

大
き
く
変
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ロ
ー
マ
教
皇
が
来
日
し
た
。

教
皇
は
、
原
爆
投
下
の
非
人
間
性

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

お
い
て
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

秋
田
県
の
取
り
組
み
、
考
え
方

で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

家
庭
学
習
で
宿
題
以
外
に
自
主

学
習
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
学
習
が

あ
り
、
家
族
の
コ
メ
ン
ト
が
書
か

れ
、
学
校
、
家
庭
が
連
携
し
て
学

習
習
慣
を
育
む
取
り
組
み
が
出

来
て
い
る
こ
と
。
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
よ
り
も
考
え
方
や
行
動
、
生

問岡

﨑

陽

輔

問柴

田

正

志

核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
・
調
印
を

学
力
向
上
の
取
り
組
み

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

平和記念公園から臨む原爆ドーム

17



一般質問一般質問

の
増
加
に

よ
り
、
財

政
運
営
は

一
層
厳
し

さ
を
増
す

も
の
と
し

て
、
経
常

経
費
率
の

推
移
な
ど

の
図
表
が

示
さ
れ
て

お
り
、
毎

年
度
10
億

円
程
度
の

収
支
不
足

の
見
通
し

を
示
さ
れ

て
い
る
。

　

合
併
後
15
年
間
の
決
算
状
況

を
見
る
と
、
経
常
収
支
比
率
は

改
善
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
近
年

悪
化
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
人

件
費
も
、
職
員
減
少
に
伴
い
減

少
傾
向
に
あ
る
。
基
金
残
高
は
、

昨
年
度
末
で
296
億
円
を
超
え
合

併
時
の
６
倍
近
く
に
な
っ
て
い

る
。
議
会
も
、
喫
緊
の
課
題
に

つ
い
て
政
策
提
言
を
行
っ
て
お

り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
真
庭
市
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
対
応
を

伺
う
。

　

来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は

92
90
88
86
84
82
80

（％）

H26 H27 H28 H29 H30

84.3 83.1

87.4
88.4

89.8

未
支
援
と
い
う
状
況
は
生
ま
れ

て
い
な
い
。
ま
た
昨
年
度
の
実

績
で
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
通
学
し
て
い
た
生
徒
は
全

員
進
学
を
果
た
し
た
。
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

県
の
相
談
機
関
は
高
校
で
も

継
続
支
援
が
行
え
る
の
で
、
中

学
校
在
籍
の
段
階
か
ら
支
援

の
接
続
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
る
。

　

市
長
か
ら
、
改
革
・
改
善
に
努

め
る
よ
う
言
わ
れ
て
お
り
、
総

社
市
の
例
を
参
考
に
し
て
さ
ら

に
改
善
を
図
る
。

大
変
革
で
あ
り
、
社
会
情
勢
の

変
化
へ
の
対
応
が
必
要
と
考
え

る
。
先
例
主
義
に
陥
る
事
な
く
、

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
持

続
可
能
な
共
生
社
会
実
現
に
向

け
た
予
算
編
成
と
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

　

市
議
会
が
29
年
度
か
ら
政
策

提
言
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事

は
有
難
い
。
誠
心
誠
意
対
応
し

て
い
き
た
い
。
基
金
は
本
当
に

積
み
上
が
っ
た
。
一
定
程
度
使

わ
な
い
と
、
財
務
省
か
ら
地
方

の
金
余
り
だ
と
言
わ
れ
る
。
次

の
世
代
に
何
を
残
す
か
と
の
思

い
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

過
疎
対
策
事
業
債
が
使
え

る
か
ら
経
常
収
支
比
率
は
上
が

る
が
交
付
税
の
跳
ね
返
り
が
あ

り
、
一
定
基
金
は
積
め
る
。
見

せ
か
け
の
経
常
収
支
比
率
は
上

が
る
、
一
定
投
資
を
し
て
い
け

ば
95
％
位
ま
で
か
な
と
思
っ
て

い
る
。
交
付
税
の
裏
打
ち
と
基

金
で
び
く
と
も
し
な
い
。
見
せ

か
け
の
よ
う
な
弾
力
性
が
な
い

訳
で
は
な
い
。
経
常
経
費
は
抑

え
な
が
ら
と
言
っ
て
も
、
能
の

な
い
抑
え
方
は
し
な
い
。
健
全

財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
未
来

に
生
き
る
投
資
は
思
い
切
っ
て

や
っ
て
い
く
。

　

昨
年
度
草
加
部
小
学
校
で
学

校
安
全
総
合
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。
活
動
の
中
で
、
避
難
所
の
開

設
や
避
難
訓
練
を
地
域
と
と
も

に
行
っ
た
。
そ
れ
を
研
修
の
機
会

を
設
け
て
普
及
し
て
い
く
。

　

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
た
め
に

は
、
ま
ず
実
態
の
把
握
と
地
域

の
活
動
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
作
り

が
重
要
で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事

業
や
地
域
相
談
会
の
開
催
を
提

案
す
る
。

　

ま
た
、
教
育
現
場
に
お
い
て

も
、
中
学
校
卒
業
後
の
不
登
校
者

へ
の
支
援
と
高
校
や
地
域
と
の

連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

実
態
把
握
よ
り
も
、
一
人
一

人
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
先
決
。
く
ら
し

安
全
課
が
総
合
相
談
窓
口
な
の

で
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

相
談
体
制
づ
く
り
と
支
援
の

継
続
で
、
今
年
度
の
段
階
で
は

　

地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め

に
は
、
自
主
防
災
組
織
を
核
と
し

た
地
域
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
携

が
重
要
で
、
学
校
や
企
業
、
病
院
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
消
防
団
等

を
含
め
た
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

　

振
興
局
単
位
で
行
っ
て
い
る

訓
練
は
自
主
防
災
組
織
や
自
治

会
、
消
防
団
が
中
心
で
あ
る
。
今

後
は
民
生
委
員
、
愛
育
委
員
、
栄

養
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
企

業
の
方
々
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い

て
防
災
訓
練
を
充
実
し
て
い
く
。

　

合
併
後
15
年
が
経
過
し
人
口

は
約
15
％
減
少
、
高
齢
化
率
も

39
％
に
達
し
て
お
り
、
少
子
・
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
山
間
地
域

と
な
っ
て
い
る
。２
０
２
５
年
を

目
前
に
控
え
、
高
齢
者
支
援
策

や
少
子
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

予
算
編
成
方
針
で
は
、
人
件

費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

問大

月

説

子

問柿

本

健

治

振
興
局
単
位
で
の
避
難

訓
練
を
充
実
す
る

令
和
２
年
度
予
算

編
成
方
針

ひきこもり相談は落合人権・福祉センターへ

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

ひ
き
こ
も
り
対
策
は

個
別
支
援
が
中
心

問

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

経常収支比率の推移
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①林業・農業に力を入れる

　　　　　　　   赤木 翔吾

②高校生まで医療費の無料化

拡大 若者が住みよい町にする 

　　　　　　 　 　 岡﨑 壮宏

③政治に無関心な若者の声

を聞き、暮らしやすい地域づ

くりに生かす      岡田 湧司

④真庭ってこんな住みやすい

場所なんだって思える施設を

作りたい　　　　 岡田 悠佑

⑤真庭に関心を持ってもらう

何かをして、真庭の良さを広

めたい　　　 　   緒形 沙耶

⑥他世代、地域の交流が深ま

るまちづくりがしたい

　　　　　　　　 小椋 葉月

⑦若者が集まる働き口と商業

施設で真庭市の活性化

　　　　　　 　 　 　大佛 健

⑧若者が帰って来れる町にする

　　　　　　 　 　 澤山 元紀

⑨いっぱいお祭り、楽しめる町にする　

　　　　　　　　　　　　   隅田 楽々

⑩子どもと高齢者が交流できる場を作

り、地域活性化に貢献　　   高橋 実菜

⑪休耕田を活用して雇用の場を作る

　　　　　　　　　　　     武村 知樹

⑫若者と高齢者が手を取り合って共生

できる社会を作りたい        長尾 昂樹

⑬イベントを増やして地域を活性化したい

　　　　　　　　　　　　   中元 莉梨

⑭地域の人々の声を聞いて、より暮らし

やすい街にしたい　　　 　   西本 一貴

⑮若い人が帰ってくるような住みやすい

町にしたい　　　　 　 　  三浦 野々華

20
歳
の
集
い
実
行
委
員
に
聞
き
ま
し
た

議
員
に
な
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と今年から20歳の集いと名称変更

　1月12日、今年から成人式を「20歳の集い」に名称を変

更し、勝山文化センターで新成人382名が出席して式典

やアトラクションなど盛大に開催されました。

▶ 

成
人
者
で
満
員
の
会
場

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き

の

動
特別バージョン

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

▼20歳の集い実行委員の集合写真

五十音順 敬称略

議会の動き議会の動き



　ＩＣＴ化推

進部会は、議会

改革活性化策

15項目のうち

①インターネットによる情報公開と利活用②議

会ホームページの充実③タブレット端末を活用

した議会運営の３項目を実現するため、平成29

年５月に６名で発足されました。「インターネット

による情報公開」では、既に政務活動費の領収書

等を全面公開しています。「タブレット端末を活

用した議会運営」は平成30年12月定例会から全

面実施となりました。

　残る「議会ホームページの充実」と議事録作

成の支援システム導入等について、部会では10

月７、８日に大阪市と岐阜県可児市を視察しま

した。「自動文字起こし・ＡＩ要約システム」は取

扱業者の社内デモを受け、発言者の声が瞬時に

文字起こしされ、ＡＩによる要約も可能とのこと

でした。翌８日には、優れた情報発信力とホーム

ページを構築している可児市議会でその取り組

み状況を視察しました。今後とも「見える議会」を

目指してまいります。

　１月６日、恒例の真庭市新年互礼会が各種団体の代

表者、真庭市執行部・市議会議員ら約100名が参加し開

催されました。互いに新年の挨拶を行い、最後は消防団

長の音頭で万歳三唱で会を締めくくりました。

　市民皆様の多様な意見を市政や議員活動に反映させ

るため「真庭市議会報告会＋市民と語る会」を７月に開

催いたします。自治会等、地域単位での会場へお伺いし

ます。ご応募お待ちしています。

開催日：７月１日(水)～ 10日(金)の間（２時間程度） 

対象団体：自治会、地域自主組織等　締切２月28日(金) 

（黄と水色は参加者が意見を書くふせん紙をイメージ）

　昨年10月、

「議会活性化

の取組と議会基本条例の検証方法などの調

査」のため、先進地である兵庫県加東市議会

を視察しました。当日は議長・議会運営委員

長から説明等を受け、意見交換をしました。

　加東市議会の基本条例は、平成22年に制

定されました。その後、議員の改選があり、

新人議員へ基本条例の周知の必要や全議員

へ条例の目的や理念の再確認のため、議会

基本条例の見直しが必要となりました。

　平成28年から、議会基本条例検討特別委

員会を設け、全議員からアンケートをとり、

検証を行いました。政策議会へと脱皮する

ため、平成30年に全会一致で基本条例の改

正を行ったとのことでした。

　議会基本条例は議員同士の共通認識とな

るものです。現在真庭市議会では、基本条例

のアンケートを全議員を対象に実施したと

ころです。真庭市議会の取り組みを推進す

るため、より一層議会の活性化に努めてま

いります。（文：岩本） （文：山本）

可児市議会議場のICT活用 あいさつする柴田部会長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会

大阪府大阪市
岐阜県可児市

兵庫県加東市先
・
進
・
地
・
視
・
察
・
レ
・
ポ
・
ー
・
ト

先
・
進
・
地
・
視
・
察
・
レ
・
ポ
・
ー
・
ト

活
性
化
推
進
検
証
部
会

真庭市新年互礼会に約100人が参加
参加者全員お茶で乾杯

市民と語る会の参加団体を募集中

募 集

議会の動き議会の動き
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　11月15日、議会運営委員会と議会報告会＋市民と

語る会正副班長合同会議があり、令和２年度の流れ

を決めました。

　２月28日までチラシで「ざっくばらんに語ろう」の

参加団体を募集し、５月発行の議会広報で日程と会

場を報告します。７月１日から10日の間に４班に分

かれ、24人が各地域に出向く予定です。

　10月30、31日、高知市にて全国市議会議長会研究

フォーラム。10月31日、11月１日、青森市にて全国

過疎問題シンポジウム。11月７、８日、まんのう町に

て全国水源の里シンポジウム、霧島市にて全国都市

問題会議が開催され、多くの議員が参加し研鑚を深

めました。（写真は全国水源の里シンポジウム）

　10月27日エスパスホールで、市民や真庭ＳＤＧｓ

パートナーとともに ＳＤＧｓ円卓会議結成大会が開

催されました。各分野の代表から決意表明の発表があ

り、真庭市議会は議会改革と活性化を力強く表明しま

した。㈱日本総合研究所主席研究員の藻谷浩介氏によ

る、ＳＤＧｓと「里山資本主義」真庭の挑戦と題した講

演がありました。（写真は円卓での会議風景）

妹尾氏平中尾

築澤 入澤原

福井

議会の動き議会の動き
緒形

岡﨑

河部
築澤

福井

妹尾 古南
原

研鑚積みに次々と全国大会へ参加

市民と語る会は７月１日から
2020年

の

　市政が取り組むべき課題は多岐に渡っており、市

議会として、議論を重ね、進むべく方向性を導き出す

ために、10月４日環太平洋大学の林准教授(政治学)

を迎え「議員間の自由討議の推進について」と題して、

議員研修会を行いました。その中で自由討議は、議会

と執行部が行うものではなく、議会の中で議論をし、

議会から政策立案していくための過程として、自由討

議を議会で行うものであり「議員相互間の自由討議に

よる合意形成」の重要性の説明をいただきました。

真庭市議会議員研修会

GIKAI  NO  UGOKI

き
の

動
10月 11月 12月 １月編

林准教授の話を聞く議員

▼議会報告会+市民と語る会正副班長

▶

議会運営委員会

議 会

エスパスでＳ
エスディージーズ

ＤＧｓ円卓会議を開催
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市民の広場

広
報
議
会

　
「
真
庭
市
」
を
ひ
ら
が

な
の
「
ま
に
わ
市
」
に
し

て
は
？
全
国
で
ひ
ら
が

な
市
は
30
ほ
ど
。話
題
に

な
る
の
で
は
！

　

合
併
前
に
新
市
の
名

称
を
募
集
し
た
結
果
、１

位
真
庭
市
511
票
、
２
位

ま
に
わ
市
390
票
で
し
た
。

合
併
協
議
会
で
の
委
員

に
よ
る
投
票
で
は
真
庭

市
57
票
、ま
に
わ
市
７
票

で
真
庭
市
と
決
定
し
ま

し
た
。こ
の
名
前
を
大
切

に
、
大
事
に
使
っ
て
い
く

と
決
め
て
い
ま
す
。

バースデーフォト　社協八束支所

１月１日 国立競技場 天皇杯決勝に行って来ました　TOKU

議
会
ク
イ
ズ
応
募
300
名
突
破
記
念　

当
選
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ

い

さ

つ

　勝山で有名な銀沫が当たり

うれしかったです。家族みんな

で食べたいと思います。

（真庭市へ一言）人と人とのつな

がりを大切にしたイベントを開

催して、災害があった時みんな

で助け合える町にしたいと思い

ます。それと自然を大切にして

ほしいと願います。

人と人とのつながりを大切に

真庭市多田
浅雄　梨々華さん

基本条例の共通認識を

議会改革の更なる推進

一燈照隅　　　   万燈照国いっとうしょうぐう ばんとうしょうこく

▼ 
明
日
へ
の
祈
り
　
伴
野
星
子

猪ハンター　
お猿の友達 ▼

雪の旧遷喬尋常小学校 19

葉皿　八右衛門

竹細工蟹　ゴルフ好きじいじプラモデル車　小林利美

ハ
ガ
キ
と
お
し
ゃ
べ
り
・・・

　真庭市議会が平成２８年に作成した議会活性化に向

けての１５の取組目標（議会活性化１５策）に沿った活

動ができているのか、１０回の検証部会を開催し検証・

評価しました。

　今年度は新たに真庭市議会基本条例に関する意識調

査アンケートを実施し、基本条例の共通認識を図りまし

た。検証結果は全議員で共有し、次年度の議会活動に生

かす予定となっています。６人の部会員で使命感を持ち

全力で取り組んでいます。

　ＩＣＴ化推進部会は議会改革の更なる推進のため

に活動しています。２０１８年度は早稲田大学マニ

フェスト研究所が調査し公表している議会改革度調

査ランキングで１４４７議会中９６位と大きな飛躍を

遂げましたが、情報共有の点で多くの改善が求められ

ています。

　このようなことから、市民に開かれた議会にするた

めに、ＩＣＴ技術を活用して情報公開を進めていきた

いと考えています。

　この度真庭市の特産「銀沫」が当選しました。噂に聞い

ていたのですがまだ食したことがなく、嬉しかったです。

（真庭市へ一言）　他の自治体の方が「真庭市は市長以

下よう頑張りょーりんさるな」と言われたことがあり、鼻

が高くなったことがあります。一燈照隅　万燈照国とい

う言葉がありますが、これは「一人一人がひとつの隅を 

照らしていけば初めてその国は明るくなります」という意

味だそうです。ご苦労は多 お々ありと存じますが、今後も

陰ながらエールを送らせていただきます。

議会活性化検証部会　部会長　柴田正志

ＩＣＴ化推進部会　部会長　小田康文

真庭市鍋屋　高平　健治さん
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市民の広場

　

真
庭
市
議
会
は
台
風
19
号
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、

議
員
の
拠
出
金
に
よ
る
義
援
金
24
万

円
を
全
国
市
議
会
議
長
会
を
通
じ
て

送
り
ま
し
た
。
写
真
の
令
和
元
年
台
風

第
19
号
災
害
義
援
金
募
金
箱
は
３
月

末
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
、
各
振
興
局
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

MANIWA

2020

ここは市民みんなで
つくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

いづみちゃん　＃べビスタ

北房のイルミネーションは2/14まで　初枝

大きくなったね　いっしん フッフッフリマ　SACHI

宝来夫婦ねずみ　山乘和子 極楽鳥似　KYO

樫西の足尾滝　KEI

2/29～ 勝山のお雛まつり　勝

少女シリーズ（山 を々望む）　宮本恵介

雪の旧遷喬尋常小学校 19

市役所にある
義援金箱

BO　絵画、イラスト、書、写真などを募集して

います。住所、氏名、電話番号を書いてくだ

さい。ペンネームを希望される場合も連絡

先と氏名が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集 応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています

被
災
地
に
義
援
金

蒜山 苗代川の親柱　縞子ねぶたの家 ク・ラッセ　モト

２月2
3日
開催
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月
定
例
会
の

日
程

　正解者の中から２人に「真庭里海米きぬむす

め無洗米５ｋｇ」が当たります。はがきに答え

とあなたの住所・氏名を

24 ページ緑欄に記載して

いる真庭市議会までお送り

ください。当選者の発表は

商品の発送をもって代えさ

せていただきます。締切は

２月28日（金）です。

　前号の応募総数は 52 通

で、正解者 52 人でした。

ご応募ありがとうございま

した。

３
本
会
議（
開
会・提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
委
員
会

　
　
　
　

  

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

21
日

６
日

９
日

10
日

11
日

16
日

23
日

２
月

３
月

　９月定例会の請願と陳情の受付は、８月31

日（月）までです。

　　　12月定例会の締切は11月30日(月)

　来年３月定例会の締切は１月29日(金)

までです。様式などの問い合わせは議会事務

局までお願いします。ただし、土日祝祭日等の

市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は議員の紹介は必要ありません。

（
金
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
月
）

（
月
）

６月定例会の請願・陳情は
５月29日㈮まで

お知らせお知らせ

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
正
式
に
は
２
月
13
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
。

議員が議論し、共通認
識を図り、政策提言の
推進を目的とした討論
会は？

○○討論会“ ”

議会改革 新たなステージへ

まにわまにわ市   章

真庭市議会広報 第59号第59号
２月１日発行

令和２年［2020年］
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クイズ
議  会

13
日（
金
）

12
日（
木
）

17
日（
火
）

真庭里海米きぬむすめ

選挙の必需品だるま
　

真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、
真

庭
い
き
い
き
テ
レ
ビ
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」

の
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
１
２
２
）

で
生
中
継
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
や
各
常
任

委
員
会
付
託
案
件
審
査
は
録
画

し
後
日
放
送
し
て
い
ま
す
。
是

非
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

ふるさと
１ 枚

中和神社と５本のほこ杉　びっくりする大杉・・・ 
高さ58ｍ、樹齢400年と聞きました 圧巻です

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
ご
視
聴
く
だ
さ
い

　

選
挙
に
出
馬
、そ
し
て
当
選
す
れ
ば
、ど
こ
の
事
務

所
で
も
だ
る
ま
に
目
を
入
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
だ

る
ま
と
名
前
の
つ
く
も
の
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
こ
の
季
節「
雪
だ
る
ま
」「
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
」
と

い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　

だ
る
ま
は
子
ど
も
に
も
親
し
ま
れ
、
小
さ
い
頃「
だ

る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」
で
遊
ん
だ
人
も
多
く
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
に
ら
め
っ
こ
の
時
の「
だ
ー
る

ま
さ
ん
、だ
る
ま
さ
ん
、に
ら
め
っ
こ
し
ま
し
ょ
、あ
っ

ぷ
っ
ぷ
」
と
言
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に

色
々
な
だ
る
ま
の
中
で
も
、
だ
る
ま
と
言
え
ば
一
番

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
、赤
い
だ
る
ま
で
す
。

　

選
挙
の
必
需
品
だ
る
ま
で
す
が
、
選
挙
だ
る
ま

が
始
ま
っ
た
の
は
、
大
正
14
年
普
通
選
挙
法
が
成

立
し
、
初
め
て
の
総
選
挙
と
な
っ
た
昭
和
３
年
で

し
た
。
そ
の
時
の
だ
る
ま
屋
は「
当
選
請
け
合
い
」

と
い
う
歌
い
文
句
で
販
売
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
選
挙
だ
る
ま
の
始
ま
り

で
、
現
在
で
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。一

般
的
に
だ
る
ま
の
目
入
れ
は
「
最
初
は
左
、

満
願
で
右
」、
選
挙
で
は「
最
初
は
右
、
当
選

で
左
」

が
多
い
よ
う
で
す
。（
文　

緒
形
）
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